
10．銀行勘定における金利リスク（マ―ケット・リスク相当額の算出の対象となっているものを除く）に関する事項
イ．リスク管理の方針及び手続きの概要
　　金利リスクとは、市場金利の変動によって受ける資産価値の変動や将来の収益性に対する影響を指しますが、当金庫におい
ては、双方ともに定期的な評価・計測を行い、適宜、対応を講じる態勢としております。

　　具体的には、一定の金利ショックを想定した場合の金利リスクや金利更改を勘案した期間収益シミュレ―ションによる収益の
影響度等の計測を行い、必要に応じて理事会等へ報告を行うなど、資産・負債の最適化に向けたリスク・コントロ―ルに努めてお
ります。

ロ．金利リスクの算定方法の概要
　　開示公示に基づく定量的開示の対象となるΔEVE及びΔNII（銀行勘定の金利リスクのうち、金利ショックに対する算出基準
日から12ヶ月を経過する日までの間の金利収益の減少額として計測されるものであって、開示公示に定められた金利ショック
により計算されるものをいう。以下同じ。）並びに金庫がこれらに追加して自ら開示を行う金利リスクに関する以下の事項。

① 流動性預金に割り当てられた金利改定の平均満期 1.25年

② 流動性預金に割り当てられた最長の金利改定満期 5年

③ 流動性預金への満期の割当手方法及びその前提
金融庁が定める保守的な前提

④ 固定金利算出の期限前返済や定期預金の早期解約に 
関する前提

⑤ 複数の通貨の集計方法及びその前提 通貨別に算出した金利リスクの正値のみ合算し、通貨間
の相関は考慮しておりません。

⑥ スプレッドに関する前提
リスクフリ―・レ―トの金利ショック幅と割引金利の金利
ショック幅を同一と見なしており、割引金利の相関やスプ
レッドは考慮しておりません。

⑦ 内部モデルの仕様など、ΔEVE及びΔNIIに重大な影響を 
及ぼすその他の前提 該当事項はありません。

⑧ 前事業年度末の開示からの変動に関する説明 金利リスクの算定に係る前提に変動はありません。

⑨ 計画値の解釈や重要性に関するその他の説明
当期の重要性テスト（金利リスク（ΔEVE）／自己資本の
額）の結果は、基準値である自己資本に与える影響に 
ついて、定期的に検証及び管理を実施しております。

大正 11年 12月 有限責任信用組合飯塚庶民金庫設立

15年 4月 菰田支店開設

昭和 6年 1月 鯰田支店開設

26年 10月 信用金庫法施行により「飯塚信用金庫」に改組

27年 6月 新飯塚支店開設

36年 5月 本店新築

39年 7月 幸袋出張所開設

42年 4月 幸袋出張所、支店に昇格

46年 4月 宮田信用金庫（3店舗）と合併し8店舗となる

46年 9月 二瀬支店開設

49年 5月 福岡支店開設

51年 6月 長井鶴出張所閉鎖

51年 9月 諸岡支店開設

56年 4月 粕屋支店開設

57年 7月 潤野支店開設

58年 11月 筑穂桂川支店開設

60年 7月 山内出張所開設

60年 7月 穂波支店開設

60年 9月 稲築支店開設

63年 11月 庄内支店開設

平成 2年 5月 営業地区を拡張「北九州市」

4年 7月 鯰田支店移転新築開店

4年 12月 創立70周年を期にCIを導入

5年 11月 枝国支店開設

6年 2月 本店別館開設、事務部・営業推進部・融資部移転

6年 9月 営業地区を拡張「小郡市、甘木市、朝倉郡」

8年 9月 菰田支店新築開店

10年 11月 相田支店開設

10年 12月 「投信窓販業務」取扱い開始

13年 1月 全店自営ネットワ―ク構築

13年 3月 スポ―ツ振興くじ払戻し業務取扱い開始

平成 13年 10月 本店営業部改装開店

14年 4月 宮田支店移転新築開店

14年 10月 新飯塚支店移転改装開店

16年 1月 法人インタ―ネットバンキング取扱い開始

16年 1月 マルチペイメントネットワ―ク（ペイジ―）取扱い開始

17年 11月 投信窓販業務・全店取扱い開始

19年 9月 印鑑照合システム導入

21年 6月 預金残高2,000億円達成

22年 6月 クロ―バ―しんきんグル―プ発足

22年 7月 ICキャッシュカ―ドの取扱い開始

24年 7月 営業地区を拡張「福岡県一円」

25年 2月 しんきん電子記録債権サ―ビス取扱い開始

26年 1月 NISA（少額投資非課税制度）取扱い開始

27年 10月 ATM手数料無料化

28年 12月 セブン銀行とのATM取扱い提携を開始

30年 2月 私募債の取扱い開始

令和 1年 8月 出資証券のペ―パ―レス化を開始

2年 10月 「後見支援預金」の取扱い開始

2年 11月 福岡地行支店開設

3年 1月 昼休み休業導入（鯰田支店・菅牟田支店・枝国支店）

3年 4月 山内出張所を新飯塚支店内に移転し店舗内店舗として営業

3年 4月 ロ―ソン銀行とのＡＴＭ取扱い提携を開始

3年 7月 昼休み休業導入（菰田支店、二瀬支店、潤野支店、稲築支店、庄内支店）

4年  9月 諸岡支店新築移転

4年 10月 預金残高3,000億円達成

4年 12月 創立100周年記念日

5年 3月 二瀬支店を相田支店内に移転し、店舗内店舗として営業

6年 12月 昼休み休業導入（福岡地行支店）

6年 12月 外貨両替業務取扱い終了

7年 2月 Bank Pay、ことら送金取扱い開始

8年 6月 福岡支店を仮店舗へ移転
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Ⅲ．自己資本の充実の状況 当金庫のあゆみ


